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大臣官房官庁営繕部 

 
業界団体との意見交換の取組成果をまとめました 

～令和６年度に日建連と実施した公共建築工事に関する意見交換の成果報告～ 
 
国土交通省では、建設現場の働き方改革や働きやすい職場環境の整備等を推

進するため、一般社団法人日本建設業連合会と定期的に意見交換会を実施して

います。 
このたび、令和６年度に実施した公共建築工事に関する意見交換の成果をま

とめましたので、公表いたします。 
 
１．公共建築工事に関する意見交換のテーマ 

○品確法の的確な運用（入札・契約に関する改善） 
・地方公共団体発注の建築工事における設計図書の適正化等 

 

２．令和６年度に実施した意見交換の成果 

官庁営繕部では、令和５年３月に、営繕工事の生産性向上に向けた関係者

間調整の円滑化のために営繕事業の各段階において発注者として実施する

事項をとりまとめました。 

今般、更なる生産性向上に向けて、上記の事項のうち、特に設計に関する

取組（設計条件の明示・適切な設計図書の作成に向けた取組・設計意図伝達

等）についての理解を深めるため、業界団体より提供を受けた事例を用いて

解説した資料を作成し、地方整備局等へ周知するとともにホームページ（※）

において公表しました。 

（※）https://www.mlit.go.jp/report/press/eizen04_hh_000040.html 

 

３．令和７年度の取組 

引き続き、直轄営繕工事において関係者間調整の更なる円滑化に努める

とともに、上記２について、公共建築工事の発注者にも参考としていただく

ため、会議等を通じて地方公共団体への情報提供を実施する予定です。 

また、公共建築工事における働き方改革、生産性向上の促進等について、

継続的に関連業界団体と意見交換を実施していく予定です。 
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